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１．はじめに

閉鎖性海域と呼ばれる海水交換が活発に行われない海域では、工業排水や生活排水の流入や栄養塩類による

プランクトンの大量発生によって水質が悪化する。また、水質の悪化に伴って赤潮や魚介類の大量死といった

問題が生じる。加えて、閉鎖性海域の深層部では、微生物群集による底泥直上での有機物の分解・無機化の際

の酸素消費によって、貧酸素化が促進され、湾内の水質・生態系に様々な悪影響を与えている 1)。これらの問

題の解決のために持続可能な水質改善の手法が必要となっている。

本実験では、上記の手法の一つとして、潮汐差と礫間接触酸化作用を用いた海水浄化岸壁の利用を考え、そ

の浄化効果を、有機汚濁の再現のために砂糖を混合した海水と岸壁模型を用いた実験で確認することを目的と

している。

２．海水浄化岸壁とは

海水浄化岸壁とは図 1 に示すような構造物

である。岸壁内部の空洞に微生物が付着した

礫材を設置する。岸壁の壁面上下に設置され

た通水口には、弁の役割を果たす蓋が取り付

けられており、それぞれ流入・流出のいずれ

か一方向にのみ潮汐差に応じて海水が流れ

るようになっている。海水が微生物の付着し

た礫材を通過する際に接触酸化作用により

海水が浄化される。

この岸壁による浄化の特徴としては、潮汐差を利用するため省エネルギーであること、浄化に薬品を用いな

いために 2次汚染の心配がなく、礫や微生物を用いるため低コストであること、深層部の海水を岸壁内に取り

入れて浄化するため、海底付近の貧酸素水塊の改善の効果も見込めることなどが挙げられる。

３．実験方法

図2に示す実験用の模型において海水の浄化実

験を実施する。模型は、450[mm]×1200[mm]×

450[mm]のガラス製の水槽を、通水口と蓋を設置

した板によって半分に仕切り、一方を海域側、も

う一方を岸壁側として扱っている。海域側ではワ

イヤーでモーターとつながった浮体を浮き沈み

させることで、潮汐を模した海面運動(12 時間周

期、潮汐差 4[cm])を起こす。岸壁側では海水が通るように礫材を網の上に設置する。
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図 1 浄化岸壁イメージ

図 2 実験装置概略図
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実験装置では仕切られた水槽の両側でエアレーションをかける。実験に用いる海水は、採取した段階で COD

値が 1.0[mg/L]程度であるので、有機分による汚れを再現するために砂糖を投入し COD 値を上昇させておく。

実験では COD、DO、濁度、水温の 4 項目を、装置内の礫の上

部で採水した海水を用いて測定する。

微生物による浄化効果の確認のために 2 ケースの実験を

行う。実験ケースについては右の表1に示す。ケース1では、

乾燥した状態の礫を使用し、潮汐差を再現した水位変化を起

こし、エアレーションをかける。ケース 2 では、あらかじめ海水に約 4週間浸け微生物を付着させた礫を使用

する。いずれのケースでも平均粒径 23[mm]の礫を使用する。

４．実験結果と考察

浄化実験の結果を右の図 3～5 に示す。実験は室内で 2015

年 9 月 15 日 から 9月 28 日までの 2週間実施した。

ケース 1、ケース 2 ともに 9/21 まで COD は減少傾向を示

し、初期値より値を低下させることが出来た。その後は COD

値が上昇し最終的には 3 ～4 [mg/L]程度の値となった。こ

の値の変動は、微生物による有機物の分解作用によるもの

であると考えられる。浄化効果の評価として COD の除去率

をみると、乾燥した礫を用いたケース 1 では COD が

9.0[mg/l] から 4.0[mg/l] に低下し除去率は 56[%]、微生

物礫を用いたケース2ではCODは8.6[mg/l] から3.3[mg/l]

に低下し除去率 は約 61.6[%]であった。この結果から、微

生物礫を用いて接触酸化作用による海水の浄化が行えたと

いえる。ケース 1 でもケース 2 と同様の傾向が見られた理

由として、浸水期間がない礫でも実験装置内で微生物が礫

に付着し、接触酸化作用が起こったことが考えられる。

DO と水温は実験期間中それぞれ 7[mg/L]、24[℃]程度で

あったことから、浄化のための好気性微生物が活発に活動

するための十分な酸素が供給されており、活動量が低下す

るような水温ではなかったことがわかる。また、濁度は実

験期間を通して 0[度]であった。

５.おわりに

今回の実験によって、砂糖を混ぜた海水において接触酸

化作用による浄化効果が確認できた。今後は、実験期間を

より長くする、礫の量を変えるなど、条件を変えた実験を

行い、海水浄化岸壁の実用化に向けてデータを得ることを

考えている。
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表 1 実験ケース

図 3 COD測定結果

図 5 水温測定結果

図 4 DO測定結果

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-420-

Ⅱ-210

 


